
つるみ在宅ケアネットワーク 第 15回合同勉強会報告書

日時 平成 29年 2月 13日(月) 19：00～21：00
場所 済生会横浜市東部病院 3階多目的ホール

19：00 開会あいさつ   

鶴見区医師会長 原 直先生

あいさつ      

鶴見区福祉保健センター長  清水 文子 様

19：10 鶴見区医師会より

「認知症の方の口腔ケア」

    鶴見大学歯学部付属病院 菅 武雄 様

・「口腔ケア」から「口腔管理」へ

・口腔管理は「口腔衛生管理」と「口腔機能管理」から成る       

・口腔ケアは「食べられる口を創る」

・食事前のケアと食後のケアは意味も目的も異なる

・歯科衛生士による専門的なケアが向上している

・口腔管理の一環としての「口腔咽頭吸引」が必要

・「口腔咽頭吸引」は看護師による喀痰吸引とは別もの

口から食べる事をあきらめない

それを他職種連携で

19：20 鶴見区薬剤師会より

「薬局窓口での認知症の気づき」

    （株）ヒューメディカ 唐澤 淳子 様

・認知症に対する鶴見薬剤師会の取組

・２ケースの事例 服薬管理サポート例

19：30 【 意見交換会 】

「認知症の本人との家族を理解する」

座長 佐藤医院   佐藤 忠昭 先生

・「認知症と向き合う」 東映株式会社 教育映像

ＤＶＤ30分鑑賞



20：05
全体意見交換

宮下クリニック 宮下 裕子 先生         雪吹医院 雪吹 周秀 先生

認知症の方の車の運転をやめてもらうには      認知症の独居者が増えての地域対策は

ケアステーションよつ葉 椎名様

訪問看護を行っているが利用者様のご家族に対して

何ができるか

渡辺医院 渡辺 雄幸 先生

他職種の方で情報共有のシステムがあれば

他

つるみ歯科クリニック 花沢 秀美 先生

鶴見メディカル第２訪問看護ステーション 関口 圭未 より サービス担当者会議にて情報

共有できればという意見がありました

・ふれあい鶴見ホスピタル 副医院長 石井 映幸 先生より

ＤＶＤにもありました認知症カフェのご紹介がありました

ふれあい鶴見ホスピタル内にて≪物忘れカフェ≫を開いて

2年になります

入院患者・ご家族の憩いの場になっています



20：25   鶴見区医師会在宅部門より

鶴見区在宅医療連携拠点事業報告

      鈴木 志律江

・連携ノート

・さわやか相談室 相談件数・相談内容内訳

・管理栄養士訪問実績

・市民一般向け公開勉強会のお知らせ

・地域で支え合う遺族の会「ハナミズキの会」

・研修会企画について

20：35 高齢・障害支援課高齢者支援担当より

鶴見区役所・認知症事業について

高齢・障害支援課高齢者支援担当係長 坪山 清美 様

・専門医による保健相談

・横浜市認知症初期集中支援チーム

・鶴見認知症高齢者等ＳＯＳネットワーク「わになるねっと」

・平成 29年度 区づくり予算での事業

・認知症サポーターを増やします

20：55 閉会のあいさつ  

鶴見区医師会 副会長  川名 明徳 先生



次回：平成 29年 月 日（ ）開催予定

出席者：132名

（医師 20名 歯科医 21名 薬剤師 5名 行政 5名 医療連携室 8名 包括 7名

サービス事業所 66名）

当日欠席者：13名


